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注 意 事 項　

１．１ ，２ ，３ ，４ の４問はすべてに解答すること．

２．Ａ ，Ｂ ，Ｃ の中から，１問を選択し，解答すること．

３．答案用紙１枚につき１問ずつ，計５問を解答すること．

４．答案用紙は裏面も使用してよい．

５．裏面を使用する場合は，その旨を表面に明記すること．

６．配点は各問 20点とし，合計 100点とする．



試験問題は，次ページからです．



1

行列 A を次で定める．

A =

 0 3 −1

1 2 1

−1 −3 0


(1) A の固有値を求めよ．

(2) P−1AP が対角行列であるような行列 P を一つ求めよ．また，そのときの P−1AP

を記せ．



2

(1) 実変数 x1, x2, x3, x4 に関する次の連立一次方程式が解をもつための実数 k の条件
を記せ．そしてそのときの一般解を求めよ．

x1 + x2 + x3 + x4 = 1

2x1 + 3x2 + 2x3 + 4x4 = 4

−x1 − x3 + x4 = k

3x1 + 5x2 + 3x3 + 7x4 = 7

(2) f : V → W をベクトル空間 V からベクトル空間W への同型写像とする．v1, · · · ,vn

を V の基底とするとき，f(v1), · · · , f(vn) は W の基底となることを示せ．



3

2変数関数 f を次で定義する．

f(x, y) =

{
1 ( x = y かつ (x, y) ̸= (0, 0) のとき )

0 (それ以外)

(1) f は (x, y) = (0, 0) において連続か．

(2) fx(0, 0), fy(0, 0) を求めよ．

(3) fxx(0, 0), fxy(0, 0), fyx(0, 0), fyy(0, 0) を求めよ．



4

積分順序を交換することにより，次の積分値を求めよ.

∫ 1

0

∫ √
1−x2

−
√
1−x2

x√
x2 + y2 + 1

dydx



A

F2 = {0, 1} を位数が 2 の有限体とし，F2[X] を体 F2 上の 1変数多項式環とする．

(1) F2[X] に属する 2次多項式をすべて書け．

F2[X] の元 f(X), g(X) をそれぞれ f(X) = X2 + 1, g(X) = X2 +X + 1 とする．

(2) F2 における f(X) の根をすべて求めよ．

(3) g(X) は既約多項式であることを示せ．

(4) F2[X] に属する 2次多項式のうち，既約多項式であるものは g(X) に限られること
を示せ．

(5) g(X) で生成される F2[X] のイデアル (g(X)) は F2[X] の極大イデアルであること
を示せ．



B

A ⊂ R に対して

A = {x ∈ R |任意の ε > 0 に対して，(x− ε, x+ ε) ∩ A ̸= ∅}

とおく．A ⊂ A が成り立つとき，A を R の閉集合と呼ぶ．

(1) 閉区間 [0, 1] は R の閉集合であることを示せ．

(2) A1, · · · , An を R の閉集合とすると，和集合

A1 ∪ · · · ∪ An

も R の閉集合であることを示せ．

(3) R の閉集合族 {Aλ}λ∈Λ で，和集合 ∪
λ∈Λ

Aλ

が R の閉集合にならないような例を挙げ，その
∪
λ∈Λ

Aλ が閉集合にならないことを

示せ．



C

関数 f : [0, 1] → R が次の条件を満たすとする．

• f は閉区間 [0, 1] 上で連続 かつ 開区間 (0, 1) 上で微分可能

• f(0) = 0

• すべての x ∈ (0, 1) に対して |f ′(x)| ≤ |f(x)|

(1) x0 ∈ (0, 1) とする．次を定める．

M0 = sup
0≤x≤x0

|f(x)|, M1 = sup
0<x<x0

|f ′(x)|

(ア) M1 ≤ M0 < ∞ を示せ．

(イ) すべての x ∈ [0, x0] に対して |f(x)| ≤ M1x が成立することを示せ．

(ウ) もし M0 > 0 ならば，すべての x ∈ [0, x0] に対して |f(x)| < M0 が成立する

ことを示せ．

(2) すべての x ∈ [0, 1] に対して，f(x) = 0 であることを示せ．


